
 

  

               羽島中学校だより 12月号 

         いちき串木野市立  羽島中学校                       

         令和７年 12月発行 

              

 
 
 １２月２１日（日）に小中ＰＴＡ合同で門松用
の竹を準備して頂きました。１２月23日（火）に
高齢者クラブの皆様に門松を作成して頂きまし
た。手際よく作業を進められ短時間で素晴らし
い門松ができました。ＰＴＡ，高齢者クラブの皆
様のご協力に，心より感謝申し上げます。 
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11月27日（木），キャリアガイダンスと学校
運営協議会を実施しました。本校卒業生を講
師としてお迎えし，スタイリストの仕事について，
実技を交えながら詳しく説明していただきまし
た。自身の経験や日々の業務，やりがいについ
て分かりやすくお話しくださいました。生徒たち
は真剣な表情で耳を傾け，多くの質問が飛び
交うなど，非常に充実した時間となりました。ま
た，学校運営協議会では，委員の皆様と今後
の教育方針について話し合い，建設的な意見
が多く寄せられました。 

 

 

 １１月２１日，火災避難訓練を実施しました。 
今回の訓練では，火災発生時の迅速な避難
行動と適切な初期消火の重要性について，全
校生徒および教職員が改めて確認する機会
となりました。避難訓練では，火災報知器の作
動から避難完了まで，落ち着いて整然と行動
することができました。生徒たちは「おかしも」
（押さない・駆けない・しゃべらない・戻らない）
の原則を守り，速やかに校庭へ避難しました。 
訓練の後半では，代
表生徒による消火器
を使用した初期消火
訓練を実施しました。
消火手順に従い，的確
に消火訓練を行うこと
ができました。 

避難訓練 

                

日 曜 行    事 日 曜 行    事 

８ 木 始業式 16 金 移動図書 

９ 金 ３年実力テスト 20 火 鹿児島学習定着度調査（２年）～21日 

15 木 鹿児島学習定着度調査（１年）～16日 25 日 第 3回資源再利用事業（羽島小学校） 

 

１月の主な行事予定 ※冬休みに入ります。事故，怪我に気を付けて楽しい冬休みにしてください。 

 
 

１２月６日，アクアホールで開催された県Ｐ
ＴＡ活動研究委嘱公開いちき串木野市大会
において，本校は羽島小学校と合同で「９年
間で育てる羽島の子ども～小中合同 PTA活
動の実践を通して～」をテーマに発表しまし
た。小中連携による特色あるＰＴＡ活動の実践
事例を紹介し，参加者から高い評価をいただ
きました。グループ協議では他校のＰＴＡ関係
者との活発な意見交換が行われました。 
発表にご協力い
ただいた皆様，会場
でご声援いただい
た保護者の皆様に
心より感謝申し上
げます。 

羽島小・中学校のＰＴＡ活動発表 

キャリアガイダンス・学校運営協議会 

門松づくり 
 

 
       
○英語検定 ３級：２名 ４級：３名 
○第 27回南九州市かわなべ青の俳句大会 特選 ３年 ２名 
〇いちき串木野市「毎月 23日は子どもと一緒に読書の日」標語 優秀賞 ３年 １名 
〇パナソニックプレゼンテーションコンクール 2025 最優秀賞 ３年 １名 
〇税に関する作品標語の部 優秀賞 1年 １名 
〇第９回黎明の地ふるさと短歌大会 入選 ２年 １名 

受賞等 

「感謝と継承 ～２３名の生徒とともに紡ぐ，羽島中の物語～」 

冬の訪れとともに，令和７年も終わりを迎えようとしています。羽島中学校最後の年として
始まったこの一年は，全校生徒２３名一人ひとりが主役となり，数々の感動的な物語を紡いで
くれました。 
振り返れば，すべての行事が「最後の」という枕詞がつく特別なものでした。最後の運動
会，最後の文化祭，最後の修学旅行。しかし生徒たちは，その事実を前向きに受け止め，むし
ろ「だからこそ全力で」という積極的な姿勢で臨んでくれました。 
地域とともに創り上げた運動会では，多くの卒業生や地域の方々が「羽島中の最後を盛り
上げたい」と駆けつけてくださいました。文化祭では，生徒たちが心を一つに素晴らしい発表
を披露し，会場を感動で包みました。職場体験学習では，地域の皆様の温かいご指導のも
と，働くことの意義を学びました。 
特に印象深かったのは，生徒たちが学校生活を心から楽しんでいる姿です。少人数だから
こそできる，一人ひとりと向き合う教育。それが確実に実を結び，生徒たちの笑顔となって表
れていることを日々実感しています。一人が何役もこなし，全員が主役となる。この経験は，生
徒たちの人生において，かけがえのない財産となるはずです。 
薩摩藩英国留学生渡欧１６０周年という記念すべき年に，その歴史ある羽島の地で学ぶ意
義を，生徒たち自身が深く理解していることが，さまざまな場面で感じられました。黎明祭で
の堂々とした発表，地域の海岸清掃活動，保育実習での優しい眼差し。どの場面でも，生徒
たちは「羽島中生としての誇り」を体現していました。 
７９年の歴史に幕を下ろすことは，確かに寂しさもあります。しかし，生徒会が掲げた「感謝
報恩」の精神こそ，まさに未来への架け橋となるものです。地域への感謝，先輩方への感謝，
そして仲間への感謝。これらの思いは，どこにいても，いつまでも生徒たちの心の支えとなるこ
とでしょう。 
羽島の海から薩摩藩英国留学生が世界へと旅立ったように，本校の生徒たちもまた，羽島
で培った力を胸に，それぞれの道で大きく羽ばたいてくれることでしょう。「負けじ魂」という羽
島の精神は，どんな場所でも，どんな時代でも，生徒たちを支える力となるはずです。 
残り 3 か月，最後の卒業生，羽島中学校の生徒を立派に送り出すため，教職員一同，今ま
で以上に情熱を持って教育活動に取り組んでまいります。新しい年が，皆様にとって希望に
満ちた年となりますよう心からお祈り申し上げます。 
 
 

 
１１月２８日，校内駅伝競走大会を実施しました。これまでの持
久走大会から形を変えた新たな挑戦です。学年・男女混成の 3 チ
ームが，本校玄関前を発着点とする約１.4kmの周回コースを6区
間でたすきをつなぎました。生徒たちは日頃の体育授業の成果を
発揮し，全力で走り抜きました。学年を超えて仲間を励まし合い，
たすきをつなぐ姿が印象的でした。 
保護者の皆様には監察係として安全確保にご協力いただき，沿道からも温かい声援を送っ
ていただきました。おかげさまで，充実した大会となりました。 

校内駅伝大会 
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